
平成３０年１月３０日 

 

「第２７回 佐賀銀行文化財団新人賞」の決定について 

 

  一般財団法人佐賀銀行文化財団（理事長 陣内 博）は、「第２７回 佐賀銀行文化財団新

人賞」を下記の２名の方に贈呈することに決定いたしました。 

 受賞者、内容等は下記のとおりです。 

 

記 

 

１．受賞者 ： 辻
つじ

  浩喜
ひ ろ き

   様   ４４歳  陶芸家 

宮原
みやはら

 千春
ち は る

   様    ３４歳  ピアニスト 

（五十音順）         

               

 ２．内 容 ： 正 賞  表彰盾 

         副 賞   賞金１００万円 

 

  ３．贈呈式 ： 日 時  平成３０年２月１日（木）   午後２時１５分 

         場 所  佐賀銀行 本店８階大会議室 

以 上 
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一般財団法人 佐賀銀行文化財団 
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辻
つじ

 浩喜
ひろき

 様 

  年齢：44 歳  出身：佐賀県 現在：有田町在住  

  ジャンル：陶芸家 

 

１．経歴 

1973 年  有田町に生まれる 

1998 年  九州産業大学彫刻科卒業 

2000 年  武蔵野美術大学彫刻科大学院修士課程修了 

  Metal work さいとう工房入社 

2002 年 

2003 年 

2015 年 

 2016年 

2017 年 

 辻精磁社入社 父 十五代辻常陸に師事 

奥川俊右衛門氏に師事  

一級技能士 手ろくろ成形 認定 

有田陶芸協会会員 

日本工芸会正会員 

 

２．主な受賞歴 

2013 年  「第110回九州山口陶磁展」  入選 

  「第48回西部伝統工芸展」   入選他1回（第49回） 

  「第 60 回日本伝統工芸展」   入選他 3回（第 61 回、第 63 回、第 64 回） 

  「第 63 回佐賀県美術展」   佐賀県知事賞 永竹威賞 

2014 年  「第 111 回九州山口陶磁展」  第１部美術工芸品・オブジェの部 文部科学大臣賞 

「第 10 回国際陶磁器展美濃」 入選 

2015 年 

 

 「第 50 回記念西部伝統工芸展」朝日カルチャーセンター賞 

「第 23 回日本陶芸展」    入選 

2016 年  「第 113 回有田国際陶磁展」  産業陶磁部門 佐賀県陶磁器卸商業協会組合賞 

2017 年  「第 114 回有田国際陶磁展」  産業陶磁部門 技能賞 

 

３．ご紹介 

 辻氏は、有田の窯元辻家の 16 代にあたる世代として生を受け、学生時代は彫刻家としてのキャリアを積

まれています。その後、平成 14 年に家業である辻精磁社に入社するとともに、有田の陶芸家である奥川俊

右衛門氏に師事し、有田の磁器を素材とする陶芸家として現在に至っています。 

辻氏の作陶は、ろくろ成形による白磁に染付をほどこす、もしくは刻みをいれるなどの表現で、一貫して

清涼感のある作品づくりをされています。とりわけ、貝殻をイメージした「Shell」シリーズの作品は、佐

賀県美術展での知事賞をはじめ、公募展での受賞を重ねられています。 

この作品は、初期伊万里にみられる鎬大鉢（全体の形状を山形の凹凸に削った鉢形にしたもの）にインス

パイアされつつ、「貝」という自然の造形を磁器という素材を用いて表現したものです。貝殻の光沢を、虹

彩をはなつパール釉で表現し、内外に刻んだ線に淡い染付の顔料をにじませるという、独特の技巧による表

現で、辻氏の代表作となっています。月の満ち欠けを染付で表現した「月ノ器」のような新感覚の染付磁器

を製作することにも挑戦されており、一層の表現力の深まりとさらなる飛躍が期待され、佐賀銀行文化財団

新人賞に十分値するところです。 

別添資料 

しのぎおおばち 



 

辻
つじ

 浩喜
ひ ろ き

 様 

                               

    

 

     

   

 

 

   
  

別添資料 

＜⽉の器＞第 114 回有⽥国際陶磁展  
産業陶磁部⾨ 技能賞受賞作 2017 年 

＜淡⻘光彩鉢＞第 60 回⽇本伝統⼯芸展⼊選作 2013 年 

＜Shell＞ 第 111 回九州⼭⼝陶磁展  
第１部美術⼯芸品・オブジェの部 
⽂部科学⼤⾂賞受賞作 2014 年 



宮原
みやはら

 千春
ち は る

 様 

年齢：34 歳 出身：佐賀県 現在：小城市在住 

ジャンル：ピアニスト 

 

１．経歴 

1983 年  小城市に生まれ、５歳からピアノを始める 

2002 年 

2006 年 

2011 年 

 小城中学校から佐賀県立佐賀北高等学校芸術コース卒業 

国立音楽大学器楽科 ピアノ専攻卒業 

「日本ショパン協会九州支部第９回推薦演奏会」に出演 

2012 年  「フルート、サクソフォン、ピアノによるThe TORIO Concert」を浪漫座にて開催 

  「ｓｅｎｓｅ ～音楽と絵の展覧会～」を開催（２０１２年～２０１７年５回） 

2015 年  「第１回ピアノリサイタル」を浪漫座で開催 

2016 年  「佐賀市民芸術祭フレッシュアーティストセレクション」出演（同‘１７年にも出演） 

2017 年 

 

 「音の夢コンクール受賞記念コンサート」で九州室内合奏団と共演 

「チェロ＆ピアノデュオリサイタル」を浪漫座で開催 

「三瀬高原音楽祭」に出演 他 

国立コンサートや佐賀県音楽協会演奏会、佐賀市民芸術祭、地域での招聘演奏会、器楽・

声楽・合唱団の伴奏、また後進への指導など九州を中心として幅広く精力的に活動中です。 

 

２．主な受賞歴 

2006 年  「佐賀県新人演奏会」 佐賀銀行文化財団賞 

2012 年 

2014 年 

2015 年 

 

2016 年 

2017 年 

 

 「音の夢ピアノコンクール」自由曲コース大学・一般の部 部門賞第３位並びに聴衆賞 

「第１回九州新聞社ピアノコンクール」大学・一般の部 九州新聞社賞 

「第２回九州新聞社ピアノコンクール」大学・一般の部 グランプリ受賞 

「第３４回佐賀県音楽協会新人賞」受賞 

「音の夢ピアノコンクール」室内楽コースフリー部門 部門賞第１位並びに室内楽大賞 

「西日本国際音楽コンクール」領事館賞 

３．ご紹介   

宮原氏は、国立音楽大学器楽科ピアノ専攻卒業後は佐賀に戻り、若手ピアニストの中では他に類をみない

ほど、コンクールへの出演、独奏、伴奏に精力的に活動されています。 

実力を示すものとして、若手ピアニストの育成を目的とした「音の夢ピアノコンクール」や「九州新聞社

ピアノコンクール」に積極的に出演し、部門第１位やグランプリなどを受賞されています。 

  特に、宮原氏を大きく伸ばしたのは、２０１５年に開催した初のピアノリサイタルです。ベートーベン、

シューベルト、ラフマニノフ、リスト、ショパンとそれぞれに時代背景の違う作曲家の演奏を披露し、演奏

力の幅の広さを示されました。 

  独奏者としては国立コンサートや佐賀県音楽協会演奏会、佐賀市民芸術祭など多くのコンサートに出演し

演奏の幅を更に大きく広げられています。また、合唱伴奏者としては、佐賀市民混声合唱団、北楠会合唱団、

久保泉ママさんコーラス「クレイル・イズミ」などの伴奏者としてコンクールや合唱祭などに出演されてい

ます。 

独奏ピアニストはもとより、声楽や器楽の伴奏者、合唱伴奏者、室内楽の演奏家、後進の指導と、多岐に

渡る活動は今までの実績として評価され、これからの可能性はさらに広がるものと確信し、佐賀銀行文化財

団新人賞に十分値するところです。 

別添資料 



宮原
みやはら

 千春
ち は る

 様 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

別添資料 


	●リリース新人賞
	辻浩喜
	1◆別添資料　別紙辻浩喜
	2◆別添資料辻浩喜写真

	宮原千春
	3◆別添資料　宮原千春
	4◆別添資料宮原千春写真 


